
講 演

2026

11/1 (日) 13:00-16:00

文部科学省委託事業
日本語教師養成・研修推進拠点整備事業（関東・甲信越ブロック）

第 4 回 子どもの日本語教育研修会

日本語教育の専門化と一般化
−教師としての成長の視点から−

13:00 開会挨拶・趣旨説明
13:20 講演

「専門化と一般化」から考える職員室のアップデート
－日本語指導における群馬モデルの挑戦－

池田瑞輝氏（群馬県教育委員会指導主事）
14:05 質疑応答
14:15 休憩

第1部

対面参加：先着100名、オンライン参加：先着200名
申込フォーム https://forms.gle/FdP1cwnHrup6gF6z6

対面
オンライン
開催

参加無料

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

司会 立花有希（宇都宮大学）

指定討論者 岩田康之氏（東京学芸大学教授）
パネリスト 池田瑞輝氏

三好賢治氏（群馬県伊勢崎市教育長）

14:30 コメント 「教師教育と異文化対応」岩田康之氏
14:50 全体討論

15:50 筑波大学日本語学習環境支援共同利用拠点コンテンツ紹介 有賀照道（筑波大学）
15:55 閉会挨拶

筑波大学 東京キャンパス
丸ノ内線茗荷谷駅下車
出口１より徒歩３分程度

アクセス https://www.office.otsuka.tsukuba.ac.jp/location/

会場 筑波大学 東京キャンパス 134講義室

申込期限

10/25 まで

会場へのアクセス

第2部

日本語指導担当教員の知識・経験を教員集団の全体最適に生かすにはどうすればよいか。
全教員が備えるべき日本語教育・外国人児童生徒等教育に関する資質・能力とはどのようなものか。

群馬県の取り組みを通して、教師の職能向上の視点から日本語教育を考えます。

主催：筑波大学 日本語教師養成・研修推進拠点整備事業（関東・甲信越ブロック） 問い合せ Neo-K@un.tsukuba.ac.jp
協力：筑波大学 日本語学習環境支援共同利用拠点 後援：茨城県教育委員会



筑波大学 東京キャンパス（文教校舎）へのアクセス

東京メトロ 丸の内線
茗荷谷駅 下車

出口1 より徒歩３分
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